
室
城
秀
之
著

　
　

『源
順
全
歌
各
句
索
引
』

室
城
秀
之

訳
注

　
　
『新
版
　
落
窪
物
語
』

r

（上
・
下
）

佐
　
　
藤
　
　
信

一

　
ま
ず
、
「
源
順
全
歌
各
句
索
引
』
（
私
家
版
）
は
、
二
〇
〇
二
年
に
刊
行

を
見
た
『
源
順
全
歌
集
』
の
各
句
索
引
で
あ
る
。
た
だ
、
各
句
索
引
と
い

っ

て

も
、
そ
こ
に
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
源
順
集
』
は
、
二
類
七
系
統
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本

書
で
は
そ
の
一
つ
一
つ
の
用
例
が
一
望
の
下
に
見
渡
せ
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
底
本
に
な
い
順
の
歌
を
補
っ
て
い
る
。
『
国
歌
大
観
』
で
も
補
わ
れ

て

い

な
い
歌
も
い
く
つ
か
あ
る
。
「
康
保
三
年
五
月
五
日
下
総
守
順
馬
毛

名
歌
合
」
や
、
「
好
忠
集
」
、
さ
ら
に
は
八
代
集
や
、
他
の
私
家
集
所
載
の

順
の
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
歌
番
号
の
後
に
句
番
号
も
付
さ
れ
て
お
り
、

長
歌
で
の
用
例
の
検
索
も
容
易
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
用
例
と
共
に
歌
全
体

が
見
渡
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
勅
撰
集
の
用
例
は
部
立
て
と
共
に
掲
出
し

て

い

る
こ
と
も
、
こ
の
索
引
の
優
れ
た
点
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
索
引

は
、
『
国
歌
大
観
』
を
引
く
と
き
に
感
じ
る
隔
靴
掻
痒
の
よ
う
な
苛
立
ち

を
、
全
く
伴
わ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
索
引
で
用
例
を
検
索
す
る
と
、
諸

本
間
の
校
異
に
も
注
意
を
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
具
体
的
に
見
よ
う
。
「
な
ど
か
ゆ
ゑ
」
を
引
い
て
み
る
。
n
類
の
第
一

系
統
、
6
5
番
歌
「
や
ま
も
か
く
　
み
な
も
み
ち
け
り
　
な
と
か
ゆ
へ
　
む

し
の
な
く
ね
を
　
も
と
く
し
ら
つ
ゆ
」
と
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
こ

に

「
「な

な
」
の
後
の
「
な
」
ミ
セ
ケ
チ
」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
原
本
で
は
「
な
な
と
か
ゆ
へ
」
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
読
み
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
常
に
原
本
の
状
態
も
復
元
し
た
上
で
の
用
例
の
検
索
を
可

能
た
ら
し
め
て
い
る
索
引
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
ま
た
、
原
本
の
状
態
と
言
う
こ
と
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
索
引
で
は

欠
字
箇
所
も
検
索
の
対
象
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、

常
に
原
本
と
向
き
合
っ
て
い
る
索
引
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　
　

（
二
〇
〇
四
年
二
月
刊
　
B
5
判
　
四
五
一
ペ
ー
ジ
　
私
家
版
）

　
次

に
、
角
川
文
庫
『
新
版
　
落
窪
物
語
』
（
上
・
下
）
は
、
室
城
先
生

に
よ
る
『
落
窪
物
語
』
の
注
釈
で
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
お
ち
く

ぼ
」
を
底
本
と
す
る
。
本
文
、
脚
注
、
現
代
語
訳
、
本
文
校
訂
表
、
補
注
、

解
説
、
主
要
人
物
系
図
お
よ
び
官
職
、
資
料
一
（
『
風
葉
和
歌
集
」
所
載

和
歌
）
、
資
料
二
（
脚
注
引
用
和
歌
集
・
作
品
別
一
覧
）
、
和
歌
初
句
索
引
、

重
要
語
彙
索
引
か
ら
成
る
。
上
巻
に
巻
一
巻
二
、
下
巻
に
巻
三
巻
四
を
収

め
る
。
補
注
は
、
下
巻
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
解
説
に
は
、
「
「
落

窪
物
語
』
は
、
「
落
窪
」
か
ら
始
ま
る
住
ま
い
移
り
の
物
語
で
も
あ
っ
た
」

や
、
琴
な
ど
を
演
奏
し
な
い
姫
君
を
主
人
公
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
『落
窪
物
語
』
は
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
と
は
異
な
る
女
主
人
公
を
創
造
し
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よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
言
っ
た
指
摘
が
目
を
引
く
。
ま
た
、

「古
典
文
学
に
お
け
る
会
話
文
の
認
定
は
、
作
者
自
身
が
提
示
し
た
も
の

で
は

な
く
、
読
み
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確

認

し
て
お
き
た
い
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
引
用
の
格
助
詞
「
と
」
を
伴
わ

ず
に

発
言
者
が
移
行
し
た
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
物
語
の
会
話
は
、
途
中
で
発
言
の
相
手
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。
会
話
を
読
む
こ
と
が
必
須
な
の
で
あ
る
。
室
城
先
生
の
言

わ
ん

と
す
る
と
こ
ろ
は
、
解
説
の
最
後
で
「
言
葉
を
通
し
て
、
作
品
と
直

接
向
き
合
い
た
い
。
物
語
の
言
葉
に
耳
を
澄
ま
せ
る
こ
と
で
、
言
葉
に
託

さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
自
分
の
手
で
つ
か
み
た
い
。
そ
ん
な

思

い

で
、
『
落
窪
物
語
」
を
読
ん
で
、
注
と
訳
を
つ
け
た
」
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
「
言
葉
」
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
読
む
こ
と
が
、
古
典
を

読
む
の
に
際
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
た

だ
、
暇
理
を
論
え
ば
、
上
巻
、
巻
一
の
一
〇
、
二
七
頁
「
少
将
、
姫

君
に

文

を
送
り
続
け
る
」
の
「
ほ
に
出
で
て
言
ふ
か
ひ
あ
ら
ば
」
の
和
歌

に

つ
け
ら
れ
た
注
三
に
「
「
か
ひ
」
に
「
効
」
と
「
穎
」
（
穂
）
…
…
を
掛

け
る
。
」
と
す
る
が
、
「
穎
」
は
音
が
「
エ
イ
」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合

適
切
な

の

か
疑
問
が
残
っ
た
。
ま
た
、
下
巻
、
巻
三
の
四
〇
、
七
九
頁
、

注
二
〇
の
［
補
注
2
1
］
と
あ
る
の
は
、
［
補
注
2
2
］
の
誤
り
。

　
し
か
し
、
こ
の
文
庫
版
の
落
窪
、
ま
た
、
源
順
集
の
索
引
が
、
多
く
の

読
者
に

よ
っ
て
読
ま
れ
、
ま
た
利
用
さ
れ
、
「
源
氏
物
語
」
を
中
心
と
す

る
女
流
文
学
以
外
の
男
性
官
人
に
よ
る
平
安
時
代
の
文
学
に
も
脚
光
が
当

て

ら
れ
る
日
の
到
来
を
疑
わ
な
い
。

（
二
〇
〇
四
年
二
月
刊
　
文
庫
判
　
〔
上
〕
四
七
一
ペ
ー
ジ
・
〔
下
〕
四
二

八
ペ
ー
ジ
　
角
川
書
店
）
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